


資 産 の 部
科 　 　 目

資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

負 債 及 び 純 資 産 の 部
科 　 　 目

負債及び純資産の部合計

【貸借対照表】

（ 負 債 の 部 ）
預 　 金 　 積 　 金
借 　 　 用 　 　 金
そ の 他 負 債
賞 与 引 当 金
役 員 賞 与 引 当 金
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
そ の 他 の 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
債 　 務 　 保 　 証

（ 資 産 の 部 ）
現 　 　 　 　 　 金
預 　 　 け 　 　 金
買 入 金 銭 債 権
有 　 価 　 証 　 券
貸 　 　 出 　 　 金
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
（うち個別貸倒引当金）
そ の 他 引 当 金

（ 純 資 産 の 部 ）
出 　 　 資 　 　 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
組 合 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金
土 地 再 評 価 差 額 金
評価・換算差額等合計
純 資 産 の 部 合 計

経営情報（半期情報の開示について）

1 預金積金・貸出金の状況 （単位：百万円）
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285,091
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260,982

●預金積金

平成26年度上半期（平成26年4月1日～平成26年9月30日まで）における経営情報をお知らせいたします。
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平成26年3月期 平成26年9月期

516,513 536,271
（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しています。表示における「－」は残高がないことを表し、「０」は表示単位未満の残高があることを表しています。

●貸出金

つながる信頼、輝く明日のために。

ご挨拶

　皆さまには、平素から大阪協栄信用組合をご愛顧賜り、厚くお礼申し上げます。

当組合の平成26年度上半期における経営情報をまとめましたので、

ご理解を深めていただくための資料として、ご高覧賜りたいと存じます。

　大阪協栄信用組合は、地域の皆さまに本当にお役に立てる金融機関をめざし、

これまで以上に経営の健全性と基盤強化に努めてまいりますので、

一層のご支援とご指導のほど、心からお願い申し上げます。

平成26年11月吉日
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【損益計算書】

科 　 　 目

経 　 常 　 利 　 益
特 　 別 　 利 　 益
特 　 別 　 損 　 失
税 引 前 当 期 純 利 益
当 期 純 利 益

業　　務　　 純　　益
コ ア 業 務 純 益
業　務　粗　利　益

科 　 　 目

経 　 常 　 収 　 益
業 　 務 　 収 　 益
資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益
経 常 費 用
業 　 務 　 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
経 　 　 　 　 　 費
そ の 他 経 常 費 用

（ うち貸 出 金 利 息 ）

【自己資本の構成に関する事項】

項 　 　 目

信用リスク・アセットの額の合計額

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8パーセントで除して得た額
信用リスク・アセット調整額
オペレーショナル・リスク相当額調整額
リスク・アセットの額の合計額（ニ）

自己資本比率（（ハ）／（ニ））

コア資本に係る基礎項目（１）

リスク・アセット等（３）

コア資本に係る調整項目（2）

自己資本

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の45パーセントに
相当する額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額

うち、出資金及び資本剰余金の額
うち、利益剰余金の額
うち、外部流出予定額（△）

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目の額（ロ）

自己資本の額（（イ）－（ロ））　（ハ）

自己資本比率

資産（オン・バランス項目）

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー
うち、上記以外に該当するものの額
オフ・バランス等取引項目

経過措置による不算入額 経過措置による不算入額

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額
うち、無形固定資産（のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る組合員勘定又は会員勘定の額

3 自己資本の充実状況 （単位：百万円）2 損益の状況 （単位：百万円）
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7,235
6,630

（4,895）
554
51
162
3,050
3,016
1,523

（1,522）
16
0

1,476
33

7,442
6,885
6,176

（4,479）
475
233
556
3,099
3,002
1,537

（1,535）
21
69

1,374
96

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しています。表示における「－」は残高がないことを表し、「０」は表示単位未満の残高があることを表しています。

●業務純益
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29,983 33,039

3,341 3,390

4 4

平成26年3月期 平成26年9月期

17,971
－
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422,880

17,971
－
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436,646

7.88% 8.34%
（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しています。表示における「－」は残高がないことを表し、「０」は表示単位未満の残高があることを表しています。
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区 　 　 分 債権額
（A）

担保・保証等
（B）

貸倒引当金
（C）

保全額
（D）＝（B）＋（C）

保全率
（D）／（A）

金融再生法開示
不良債権比率合　　　　　　　計

製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱業、採石業、砂利採取業
建 設 業
電気、ガス、熱供給、水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業・娯楽業
教 育 、学 習 支 援 業
医 療 、 福 祉
そ の 他 サ ー ビ ス
そ の 他 の 産 業
地 方 公 共 団 体
雇用、能力開発機構等
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 　 　 　 　 　 計

金　　　額 構　成　比 金　　　額 構　成　比
業　　種　　別

（注）各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。（注）各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。

地　方　債
社　　　債
そ　の　他
合　　　計

貸借対照表
計上額 時　価 差　額

うち益 うち損
貸借対照表
計上額 時　価 差　額

うち益 うち損

株　　　式
債　　　券

そ　の　他

国　債
地方債
社　債

合　　　計

貸借対照表
計上額取得原価 評価差額 貸借対照表

計上額取得原価 評価差額
うち益 うち損 うち益 うち損

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

6 有価証券の時価情報4 金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額

7 地域貢献活動と地域密着型金融の推進
5 貸出金業種別残高・構成比

（単位：百万円）（単位：百万円、％）

（単位：百万円、％）
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（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しています。表示における「－」は残高がないことを表し、「０」は表示単位未満の残高があることを表しています。

【満期保有目的の債券で時価のあるもの】

【その他有価証券で時価のあるもの】

1.債務者区分については原則として平成26年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準としております。ただし、4月1日から9月末までに倒産、不渡り等の客観的
　な事実ならびに自己査定による債務者区分の変更等のあった債務者については、当組合の定める基準に基づく債務者区分見直し後の債務者区分によっております。
2.「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の金額は、債務者区分でいう破綻先及び実質破綻先に該当する債務者に対する債権の合計です。
3.「危険債権」の金額は、債務者区分でいう破綻懸念先に該当する債務者に対する債権の合計です。
4.「要管理債権」の金額は、債務者区分でいう要注意先に該当する債務者に対する債権のうち、貸出条件を緩和している債権及び3か月以上延滞している債権の合計です。
5.「正常債権」の金額は、債務者の財務状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権の合計です。

〈平成26年9月末の算出方法〉

危 　 険 　 債 　 権

要　管　理　債　権

不　良　債　権　計

正 　 常 　 債 　 権 増減ポイント
（対象年度末比）

●預金を通じた地域貢献
　預金は、地域の皆さまの計画的な資産づくりをお手伝いさせていただくため、魅力ある金利を設定した定期預金を主にお取扱いしております。また、お客さ
まにより良いサービス提供するため、年に1度お客さま満足度アンケートを実施し、お客さまから頂いた回答をもとに、お客さま満足度の更なる向上を目指
し、努力を重ねております。

●融資を通じた地域貢献
　スキマ金融とクイックレスポンスにより、中小零細企業の皆さまの資金ニーズに対して、必要な時に必要な金額を積極的かつ迅速にお応えできる体制としております。

●取引先への支援状況等
　当組合では、月に1回以上融資取引先企業を訪問し、売上の推移や資金繰り状況を聞き取り、必要に応じ資金支援や経営改善計画の策定の援助、或いは
貸出条件の緩和等の申し出に対応するなど、コンサルティング機能の発揮に努めております。

●地域サービスの充実
　（１）ビジネスマッチング
　　　大阪府信用組合協会、大阪産業創造館、大阪府下7信用組合が共同して、お取引先企業の販路拡大を目的に、平成26年9月情報誌「しんくみビジネスサポート」
　　　9,500部を発刊するとともに、平成26年11月27日に「しんくみビジネスマッチングフェア」を開催いたします。（参加企業30社、当組合から2社参加予定）。
　（２）講演会の開催
　　　大阪府信用組合協会の主催により、平成26年10月16日大阪市中央公会堂に読売新聞特別編集委員の橋本五郎氏を講師に招き、講演会を開催いたし
　　　ました。大阪府下信用組合のお取引先から多数の出席があり、当組合からも163名のお客さまがご出席されました。

●文化的・社会的貢献に関する活動
　（１）献血運動への参加
　　　平成26年9月5日に行われた大阪府信用組合協会主催の献血運動に参加いたしました。
　（２）集金用連絡袋の無償提供
　　　大阪府下・兵庫県下の小学校187校に93,450枚の集金用連絡袋を無償で提供いたしました。
　（３）留学生への奨学金の支給
　　　「大阪協栄信用組合留学生奨学金制度」を創設し、ベトナムを中心とするアジアから、当組合指定の日本の大学に在籍する留学生に、財団法人日本国際
　　　教育支援協会を通じて奨学金を支給しました。



区 　 　 分 債権額
（A）

担保・保証等
（B）

貸倒引当金
（C）

保全額
（D）＝（B）＋（C）

保全率
（D）／（A）

金融再生法開示
不良債権比率合　　　　　　　計

製 造 業
農 業 、 林 業
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（注）各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。（注）各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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6 有価証券の時価情報4 金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額

7 地域貢献活動と地域密着型金融の推進
5 貸出金業種別残高・構成比
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（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しています。表示における「－」は残高がないことを表し、「０」は表示単位未満の残高があることを表しています。

【満期保有目的の債券で時価のあるもの】

【その他有価証券で時価のあるもの】

1.債務者区分については原則として平成26年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準としております。ただし、4月1日から9月末までに倒産、不渡り等の客観的
　な事実ならびに自己査定による債務者区分の変更等のあった債務者については、当組合の定める基準に基づく債務者区分見直し後の債務者区分によっております。
2.「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の金額は、債務者区分でいう破綻先及び実質破綻先に該当する債務者に対する債権の合計です。
3.「危険債権」の金額は、債務者区分でいう破綻懸念先に該当する債務者に対する債権の合計です。
4.「要管理債権」の金額は、債務者区分でいう要注意先に該当する債務者に対する債権のうち、貸出条件を緩和している債権及び3か月以上延滞している債権の合計です。
5.「正常債権」の金額は、債務者の財務状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権の合計です。

〈平成26年9月末の算出方法〉

危 　 険 　 債 　 権

要　管　理　債　権

不　良　債　権　計

正 　 常 　 債 　 権 増減ポイント
（対象年度末比）

●預金を通じた地域貢献
　預金は、地域の皆さまの計画的な資産づくりをお手伝いさせていただくため、魅力ある金利を設定した定期預金を主にお取扱いしております。また、お客さ
まにより良いサービス提供するため、年に1度お客さま満足度アンケートを実施し、お客さまから頂いた回答をもとに、お客さま満足度の更なる向上を目指
し、努力を重ねております。

●融資を通じた地域貢献
　スキマ金融とクイックレスポンスにより、中小零細企業の皆さまの資金ニーズに対して、必要な時に必要な金額を積極的かつ迅速にお応えできる体制としております。

●取引先への支援状況等
　当組合では、月に1回以上融資取引先企業を訪問し、売上の推移や資金繰り状況を聞き取り、必要に応じ資金支援や経営改善計画の策定の援助、或いは
貸出条件の緩和等の申し出に対応するなど、コンサルティング機能の発揮に努めております。

●地域サービスの充実
　（１）ビジネスマッチング
　　　大阪府信用組合協会、大阪産業創造館、大阪府下7信用組合が共同して、お取引先企業の販路拡大を目的に、平成26年9月情報誌「しんくみビジネスサポート」
　　　9,500部を発刊するとともに、平成26年11月27日に「しんくみビジネスマッチングフェア」を開催いたします。（参加企業30社、当組合から2社参加予定）。
　（２）講演会の開催
　　　大阪府信用組合協会の主催により、平成26年10月16日大阪市中央公会堂に読売新聞特別編集委員の橋本五郎氏を講師に招き、講演会を開催いたし
　　　ました。大阪府下信用組合のお取引先から多数の出席があり、当組合からも163名のお客さまがご出席されました。

●文化的・社会的貢献に関する活動
　（１）献血運動への参加
　　　平成26年9月5日に行われた大阪府信用組合協会主催の献血運動に参加いたしました。
　（２）集金用連絡袋の無償提供
　　　大阪府下・兵庫県下の小学校187校に93,450枚の集金用連絡袋を無償で提供いたしました。
　（３）留学生への奨学金の支給
　　　「大阪協栄信用組合留学生奨学金制度」を創設し、ベトナムを中心とするアジアから、当組合指定の日本の大学に在籍する留学生に、財団法人日本国際
　　　教育支援協会を通じて奨学金を支給しました。
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あびこ筋あべの筋

ヤマト
ヤシキ

県立加古川東
高等学校

加古川駅前東
交差点

加古川駅前東
交差点 加古川

プラザ
ホテル

加古川
プラザ
ホテル

加古川町
平野交差点

平野西
交差点

加古川線

至 

姫
路

至 

西
明
石

国道2号線

国道2号線

山
陽
本
線

加
古
川
駅

加古川支店

みなと銀行みなと銀行

加古川
総合庁舎
加古川
総合庁舎

阪急京都線阪急京都線

新
御
堂

新
御
堂

西
中
島
南
方
駅 阪急南方駅

新大阪
ワシントン
ホテル

新大阪
ワシントン
ホテル

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

新
大
阪
駅

チサン
ホテル
チサン
ホテル

ニュー大阪ホテルニュー大阪ホテル

JR
 東海道本線
JR
 東海道本線

リクルート新大阪ビル
新大阪支店

JR新大
阪駅

東海道新
幹線

至 難波

友愛会
病院

源平源平 トヨタ
カローラ南海
トヨタ
カローラ南海

池田
泉州銀行

近畿大阪銀行
コスモ石油コスモ石油

関電
ビル

長居公園通り長居公園通り浜口浜口

西住之江西住之江

国
道
26
号
線

国
道
26
号
線

南
海
本
線

南
海
本
線

住
ノ
江
駅

至 堺

住吉支店

阪
神
高
速
道
路
堺
線

扇町交差点扇町交差点

至 

大
阪
駅

至 天神橋筋6丁目

北区役所
地下鉄堺筋線
扇町駅

号出入口
KTV
キッズプラザ
扇町公園

至 守口

JR天満駅

扇
町
駅

南
森
町
駅

大阪天満宮駅

至 北浜
国道
1号線

扇町通り扇町通り

JR東西線

至 

梅
田

至 

北
新
地

至 

桜
ノ
宮
駅

天
神
橋
筋
商
店
街

天
神
橋
筋
商
店
街

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
堺
筋
線

至 

源
八
橋

至 

京
橋

3

天
神
橋
筋

天
神
橋
筋

扇
町
出
口

南
森
出
口

扇町入口

扇橋支店

阪
神
高
速
守
口
線

至 

天
満

至 

鴻
池
新
田

至 守口

至 今里

分
野
病
院

城
東
貨
物
線

城
東
貨
物
線

国
道
1
号
線

城東
消防署
城東
消防署

大
阪
府

城
東
庁
舎

城東
区役所
城東
区役所

城東
警察署
城東
警察署

国道
1号線

正木
病院

蒲生
四丁目駅

京　阪
京橋駅 京

橋
駅

今福鶴見駅今福鶴見駅

地下鉄
長堀鶴見緑地線

地下鉄
長堀鶴見緑地線

郵便局郵便局

地
下
鉄
今
里
筋
線

地
下
鉄
今
里
筋
線

大
阪
産
業
大
学
附
属
高

内
環
状
線

内
環
状
線

城
北
運
河

J
R
大
阪
環
状
線

城東支店

京
阪
本
線

至 

三
宮

至 

神
戸

大丸神戸店大丸神戸店

市立神戸
生田中学校

兵庫県
警察本部

兵庫県庁兵庫県庁

下山
手通

下山
手通

東海
道本
線

東海
道本
線

阪神
電鉄
本線

阪神
電鉄
本線

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

元町
通

元町
通

地下
鉄西
神・
山手
線

地下
鉄西
神・
山手
線

旧居
留地・

大丸
前

元町
駅

県庁
前

神戸営業部

神楽町交差点

西宮神社

〒

西宮駅
今津駅

国道2号線国道2号線 至 尼崎至 尼崎

JR東海道本線

阪神高速3号神戸線

至 芦屋至 芦屋

夙川橋
交差点

夙川河川敷緑池

阪急神戸線

阪
急
今
津
線

阪急甲陽線

大手前大さくら夙川キャンパス

西宮支店

香櫨園駅

夙川駅

夙川

さくら夙川駅

阪神
本線

西宮北口駅

今
津
駅

大池小学校

豊中駅

りそな銀行

池田泉州
銀行

三井住友
銀行

マンション
マストメゾン豊中

関西アーバン
銀行

三菱東京UFJ銀行

国道176号線国道176号線

豊中支店

阪急宝塚線

■本部・本店営業部 ■扇橋支店

■新大阪支店

■神戸営業部

■住吉支店

■城東支店

■西宮支店 ■明石支店

■豊中支店 ■東大阪支店

■阿倍野支店

■加古川支店

●本 店 営 業 部・・・〒542-0073 大阪府大阪市中央区日本橋2丁目9番18号 ☎ 06（6644）6321
●本 　 　 　 部・・・〒542-0073 大阪府大阪市中央区日本橋2丁目9番18号 ☎ 06（6644）6101

●扇 橋 支 店・・・〒530-0041 大阪府大阪市北区天神橋3丁目8番12号 ☎ 06（6351）8171

●阿 倍 野 支 店・・・〒545-0052 大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋2丁目4番43号 ☎ 06（6622）1500
●住 吉 支 店・・・〒559-0006 大阪府大阪市住之江区浜口西3丁目11番4号 ☎ 06（6674）3681

●城 東 支 店・・・〒536-0016 大阪府大阪市城東区蒲生2丁目9番10号 ☎ 06（6935）5544
●新 大 阪 支 店・・・〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島5丁目14番22号 ☎ 06（6101）1515
●豊 中 支 店・・・〒560-0021 大阪府豊中市本町1丁目9番35号 ☎ 06（6850）2845
●東 大 阪 支 店・・・〒577-0056 大阪府東大阪市長堂2丁目1番8号 ☎ 06（6788）8080
● 神 戸 営 業 部・・・〒650-0012 兵庫県神戸市中央区北長狭通4丁目4番18号 ☎ 078（331）9904
●西 宮 支 店・・・〒662-0961 兵庫県西宮市御茶家所町2番15号 ☎ 0798（33）4554
●明 石 支 店・・・〒673-0892 兵庫県明石市本町1丁目2番31号 ☎ 078（912）0707
●加 古 川 支 店・・・〒675-0063 兵庫県加古川市加古川町平野字分木192番5 ☎ 079（423）5877

（平成26年11月 現在）


